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平
成
19
年
第
６
回
定
例
市
議
会
は
、
昨
年
11
月
29
日
に

招
集
さ
れ
、
12
月
21
日
に
23
日
間
の
会
期
を
終
え
ま
し
た
。�

　
こ
の
定
例
市
議
会
で
は
、
下
水
道
事
業
の
よ
り
安
定
し

た
経
営
を
目
指
す
た
め
、
地
方
公
営
企
業
法
の
一
部
を
適

用
す
る
条
例
の
制
定
案
な
ど
、
合
計
27
の
案
件
を
審
議
し

ま
し
た
。�

　
ま
た
、
本
会
議
第
５
日
目
に
は
、「
青
少
年
の
健
全
育

成
に
関
す
る
環
境
整
備
の
推
進
を
求
め
る
意
見
書
」
な
ど
、

２
件
の
意
見
書
を
可
決
し
、
直
ち
に
関
係
大
臣
等
に
送
付

し
ま
し
た
。�
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12月定例会�

　
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
新
た
な
る
夢
と
希

望
を
も
っ
て
、
輝
か
し
い
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
思
い

ま
す
。�

　
平
成
二
十
年
は
、
十
二
支

で
示
さ
れ
る
、
最
初
の
年
の

「
子
（
ね
ず
み
）
」
年
で
、

子
孫
繁
栄
の
意
味
の
あ
る
こ

と
が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
本

市
が
、
末
永
く
、
子
々
孫
々

に
至
る
ま
で
、
豊
か
で
住
み

よ
い
ま
ち
と
な
る
よ
う
願
っ

て
や
み
ま
せ
ん
。�

　
さ
て
、
川
西
市
で
は
、
本

年
度
が
、
第
四
次
総
合
計
画

の
後
期
基
本
計
画
（
二
十
年

度
〜
二
十
四
年
度
）
が
ス
タ

ー
ト
す
る
節
目
に
当
た
り
、

今
後
と
も
、
市
税
収
入
の
大

幅
な
増
加
が
見
込
め
ず
、
厳

し
い
財
政
環
境
に
あ
り
ま
す

が
、
明
確
な
目
標
を
持
ち
、

持
続
的
で
活
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
こ
と
が
大

切
と
な
り
ま
す
。�

　
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て

も
、
時
代
の
変
革
に
的
確
に

対
応
し
た
施
策
が
実
施
さ
れ

る
よ
う
、
市
民
と
手
を
携
え

な
が
ら
、
精
一
杯
の
努
力
を

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご

支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。�

　
こ
の
一
年
が
、
皆
様
に
と

っ
て
幸
多
き
年
に
な
り
ま
す

よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。�
第
６
回
市
議
会
（
定
例
会
）
日
程�

第１日（11月29日）�
○会期の決定�
○市功労者表彰〔1議案〕⇒表決�
○旧慣による公有財産の使用廃止についてなど〔14議
案〕⇒市長提案説明�

〈議　案　熟　読〉�
第2日（12月4日）�
○旧慣による公有財産の使用廃止についてなど〔14議
案〕⇒質疑・委員会付託�
○請願〔5件〕⇒委員会付託�
○一般質問�
第3日（12月5日）�
○一般質問�
第4日（12月6日）�
○一般質問�

〈常任委員会審査〉�
第5日（12月14日）�
○一般職の職員の給与に関する条例の一部改正など〔5
議案〕⇒市長提案説明・質疑・委員会付託�
○意見書案〔2件〕⇒表決�

〈常任委員会審査〉�
第6日（12月21日）�
○旧慣による公有財産の使用廃止についてなど〔19議
案〕⇒各委員長報告・質疑・討論・表決�
○請願〔1件〕⇒継続審査�
○請願〔4件〕⇒表決�

常任委員会報告�常任委員会報告�

新春を�
 迎えて�
新春を�
 迎えて�

“下水道事業”公営企業法の一部適用�
経営状況などさらなる情報開示に期待�
　この12月定例会では、「下水
道事業の設置等に関する条例の
制定案」を審議しました。
　これは、現在、特別会計で運
営している下水道事業について、
経理内容の明確化と透明性の向
上を図り、さらに安定した経営
を実現するため、地方公営企業
法の一部を適用するに当たり、
事業の経営規模や公金の収納・
支払事務など、会計事務の処理

等に関する事項を制定しようと
するものです。
　本市の下水道は、水洗化率が
97.5％に達する中で、適切な施
設管理など、将来にわたる安
定的な事業運営が求められて
おり、条例の制定により、財
政状況や経営状況のさらなる
情報開示が期待されるところ
です。
　また、この定例会では、「特

別会計条例の一部改正案」につ
いても審議しています。
　本案は、特別会計のうち、下
水道事業と老人保健事業を廃止
するとともに、新たに後期高齢
者医療事業特別会計を設置しよ
うとするものです。
　後期高齢者医療事業特別会計
は、75歳以上の高齢者を加入者
として、各市町が加入する県単
位の広域連合で運営されること
となっており、その審査におき
ましては、短期被保険者証等の
取り扱い方針や市独自減免の考
えなどについて、活発に論議が
交わされました。

下水道事業の設置条例案など審議�
青少年 健全育成の環境整備を求め意見書提出�



議員　本市は、近隣市と比べ少子化
が進行するとともに、子育て世代の
人口構成比も低率であることから、
子どもの医療費無料化の拡大など、
若い働き盛りの市民が安心して住め
る施策の実施が急務である。�
　そこで、若年世代への子育て支援
に向けた対応姿勢を伺いたい。�

企画財政部長　本市では、平成20年
度にスタートする総合計画後期基本
計画で、「次代を担う子どもたちが
健やかに育つ環境づくり」を重点施
策と掲げ、子育てを支援する多様な
取り組みを進めるほか、「こども部」
を創設し、より効果的で総合的な子
育て施策を推進する考えである。�

　一般質問は、本会議第2日目から第4日目までの3日間にわたり行われ、17人
の議員が、47項目について質問しました。�
　これらの質問のうち、17項目について、質問と答弁の要旨を掲載しました。�
　なお、要旨を掲載していない質問項目は、下段の「一般質問項目（掲載分を除く）」
をご参照ください。�
　また、詳しくは、会議録・会議録検索システム（2月下旬に発行・更新予定）
でご覧いただけます。�

議員　県では、子ども達の健やかな
育成に関わる機関や団体等の拠点と
して、「（仮称）阪神こどもの館」の
整備が検討されており、新行財政構
造改革推進方策案において、平成26
年度以降に事業着手するとの方針が
示されているが、この施設を本市に
誘致する考えはないか。
企画財政部長　「（仮称）阪神こども

の館」整備基本構想の理念は、市の
子育て支援施策と軌を一にするもの
で、子育てサークル等とともに施策
展開を図ることが期待できる。�
　このため、県に対して、この施設
を中央北地区内に整備されるよう要
望しており、今後とも、県の動向等
を注視しながら、施設誘致に向けて
努力する考えである。�
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議員　平成21年度からの新ごみ処理
施設稼働に併せ、本市では、ごみの
分別収集の変更が予定されており、

新たな分別方法を理解するためにも、
現在実施している「ごみ学習会」が
有効と考える。

　そこで、この学習会をさ
らに環境教育にも活用する
考えはないか。
美化推進部長　ごみ学習会
は、自治会や小学校等の依
頼により開催しており、ご
み減量の動機付けとなるプ
ログラムも実施している。�
　今後は、自然環境への負
荷に関する総合的な学習な
ど、環境教育を求める要望
があれば、関係所管と共同で
学習会を開催していきたい。�

議員　市長は、先の市長選挙におい
て、スポーツ施設の新設等を公約さ
れ、また、平成20年度からの総合計
画後期基本計画案では、スポーツ広
場の検討を掲げられているが、広場
の整備に向けた考え方を伺いたい。
生涯学習部長　本市では、各地域に
スポーツクラブ21が設立されたこと

などにより、スポーツを楽しむ市民
が増加しており、スポーツ施設の充
実は最優先の課題と認識している。
　このため、今年度、スポーツ施設
整備基本構想を策定中であり、今後、
市民のニーズに応えられるよう、後
期基本計画でスポーツ広場の整備に
ついて検討する考えである。�

議員　本市の貴重な文化財である加
茂遺跡は、遺跡範囲である約20ヘク
タールのうち、一部しか国の史跡指
定を受けていないことから、史跡指

定の拡大や、東側斜面地の環濠（か
んごう：周りを取り巻くほり）を保
存する取り組み方針を伺いたい。
生涯学習部長　加茂遺跡は、弥生時
代の大規模集落遺跡で、鴨神社境
内地等約2.3ヘクタールが国史跡指
定を受けており、今後、3.3ヘクター
ルの追加指定を受ける予定である。
　また、遺跡東側では、過去に検
出された斜面環濠の北側で開発計
画があるため、文化財保護法に基
づく届出や事前の発掘調査に関し
て指導しており、市教育委員会で
は、遺跡の確認調査を実施する考
えである。�

議員　市内の各小・中学校における
学校図書館の蔵書の中には、古くて
読まなくなった本があるなど、整備
が不十分となっている。�
　そこで、学校図書館と中央図書館
等との蔵書貸出の連携や、地域住民
からの本の提供により蔵書を増やす
取り組みについて伺いたい。�
教育振興部長　中央図書館では、公

民館の蔵書も併せ、図書の積極的な
活用を図っており、18年度、学校等
の団体に5251冊を貸し出している。
　また、各学校では、県が開発した
「ほんぞうネットシステム」により、
地域や家庭にある本の寄贈を受けて
おり、今後とも、このＰＲに努める
など、総合的・計画的に学校図書館
蔵書を整備していきたい。�

議員　市長は、就任から１年が経過
し、オンリーワンの川西を目指して
日々努力されていると実感するが、
市民満足度を高めるための職員の能
力開発や能力評価に対する市長の基
本的な考え方を伺いたい。�
市長　個々の職員の能力を高めるこ
とは、仕事の質の向上や成果につな

がり、また、成果の適正な評価が、
能力開発への意欲を高めることとな
ると考える。�
　このため、成果を正しく評価でき
る組織体質、スリムでスピード感の
ある組織等への転換を目指し、今後
とも、能力・業績を重視した人事制
度の構築に努力していきたい。� 議員　本年４月24日に、全国学力・

学習状況調査が実施されているが、
本市の児童生徒の学力と学習状況に
関する分析結果を伺いたい。
教育振興部長　本市では、この調査
結果を受け、学識経験者等で構成す
る「基礎学力向上検討委員会」を立
ち上げ、児童生徒の学ぶ意欲の向上

に関する事項など、５項目に関する
分析や改善方策等を検討している。�
　この検討結果については、来年２
月を目途として、学力調査結果から
読み取れる傾向や課題、学力と生活
習慣との相関関係を中心に、家庭や
学校への提案等も含め、報告書とし
て公表する予定である。�

要旨�

�
○議員協議会（ごみ収集体制の
見直し（案）についてなど）�
○広報委員会�
○厚生経済常任委員協議会（平
成 20年度医療制度改革につ
いてなど）�
○議会運営委員会�
○議員協議会（第４次川西市総
合計画後期基本計画等（素案）
についてなど）�

○第６回市議会定例会（招集日）�
○議会運営委員会�
�
○第６回市議会定例会（第２日）�
○第６回市議会定例会（第３日）�
○第６回市議会定例会（第４日）�
○議会運営委員会�
○文教公企常任委員協議会（市
立中学校における生活指導に
ついて）�
○総務常任委員会�

○文教公企常任委員会�
○文教公企常任委員協議会（市
立川西小学校校舎増築工事に
ついて）�
○厚生経済常任委員会�
○建設常任委員会�
○建設常任委員協議会（都市計
画特別用途地区の決定について）�
○議会運営委員会�
○第６回市議会定例会（第５日）�
○総務常任委員会�
○文教公企常任委員会�
○厚生経済常任委員会�
○建設常任委員会�
○議員協議会（第４次川西市総
合計画後期基本計画等（素案）
についてなど）�
○文教公企常任委員協議会（市
立中学校における進路指導に
ついて）�
○第６回市議会定例会（最終日）�
○議会運営委員会�

○飛行場対策周辺整備調査特別
委員会（所管事務調査について）�
○まちづくり調査特別委員会（所
管事務調査について）�
○広域ごみ処理施設調査特別委
員会（所管事務調査について）�
○第二名神高速道路周辺対策特別
委員会（所管事務調査について）�
○文教公企常任委員協議会（加
茂遺跡第２３４次調査成果に
ついて）�
�
○議員協議会（ごみ収集体制の
見直しについて）�
○広域ごみ処理施設調査特別委
員会（猪名川上流広域ごみ処
理施設組合議員総会について）�
○議会運営委員会�
○飛行場対策周辺整備調査特別
委員会（大阪国際空港の空港
整備法上の位置付けについて）�
○広報委員会�
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1　　　月�

　近年、人間形成に悪影響を及
ぼす有害なインターネット等の
情報を誘因として重大事件へ発
展する事例が惹起している。�
　本市でも、平成19年10月、
出会い系サイトによる情報を契
機に、市立女子中学生が誘拐さ
れる事件が発生しており、生徒
等への指導・支援に取り組んで
いるものの、青少年の健全育成
を阻害する要因を排除する取り
組みの必要性を痛切に感じる。�
　よって当市議会は、国が、イ
ンターネット等の有害情報から
青少年を保護すべく、青少年の
健全育成に関する環境整備を推
進するよう要望する。�

青少年の健全育成に関
する環境整備の推進を
求める意見書〈要旨〉�

　道路は、市民生活や経済・社
会活動を支える最も基礎的かつ
重要な社会基盤施設であり、阪
神・淡路大震災等の教訓からみ
ても、災害発生時に道路が重要
な機能を果たすことは明白で、
道路ネットワークの構築は喫緊
の課題と考える。�
　地方では、道路特定財源に加
え、多額の一般財源を道路整備
に充当しているが、いまだ十分
な整備状況に達しておらず、橋
りょうやトンネルの老朽化も勘
案すると、今後、修繕や更新に
多額の財源が必要となる。�
　よって当市議会は、国が、十分
な道路整備財源を確保し、地方へ
の配分強化を図るよう要望する。�

道路整備財源の安
定的な確保を求め
る意見書〈要旨〉�

本
会
議
・
委
員
会
開
催
状
況�

加茂遺跡推定図�

災害�
対策�
災害時の要援護者�

福祉�聴覚障害者の自立支援�

福祉�平仮名等で表記する考えは�

土木�

土木� 増加する放置自転車�

財政�「自治体財政健全化法」�

環境�
保全�
“地球温暖化防止”�

（仮称）阪神こどもの館を�
誘致する考えないか�
（仮称）阪神こどもの館を�
誘致する考えないか�

企画�
政策�
企画�
政策�

企画�
政策�
企画�
政策�
職員の能力開発・評価�職員の能力開発・評価�
市長の基本的な考え方問う�

企画�
政策�
企画�
政策�

若年世代が安心して住めるまちへ�若年世代が安心して住めるまちへ�
子育て支援の対応姿勢を示せ�

生涯�
学習�
生涯�
学習�
“ スポーツ広場 ”�“ スポーツ広場 ”�
整備に向けた対応方針は�
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貴重な文化財「加茂遺跡」�貴重な文化財「加茂遺跡」�
環濠を保存する方針示せ�

教育�教育�学校図書館の充実図れ�学校図書館の充実図れ�
地域住民からの寄贈など�

環境�
衛生�
環境�
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環境教育にも活用せよ�環境教育にも活用せよ�
自治会等で実施の「ごみ学習会」�

教育�教育�「全国学力・学習状況調査」�「全国学力・学習状況調査」�
市教委の分析結果を問う�

福祉�不 妊 に 悩 む 市 民 を�支援する考えないか�

総務�労働者の賃金保障など義務付ける�「公契約条例」を制定できないか�



議員　平成19年６月の「地方公共団
体の財政の健全化に関する法律」制
定に伴い、公営企業や第三セクター
等を含めた自治体の連結財政に関す
る健全度を、四つの指標（比率）で
判断する制度が始まることとなる。
　そこで、この財政健全度を判断す
る新制度への対応方針を伺いたい。
企画財政部長　自治体財政健全化法
は、財政の健全化に関する比率に
応じて、自治体や公営企業の経営
の健全化を図ることを目的として
いる。�
　財政健全化指標のうち、新たな「連
結実質赤字比率」と「将来負担比率」
は、具体的な算定ルールや健全化判
断基準が確定していないことから、

今後、これらが明らかになり次第、
対応策を検討する考えである。�

議員　負のイメージが強い「害」と
いう文字を用いて「障害者」と表現
することに関して、ハンディを持つ
方から、違和感を感じるとの訴えを
聞いているが、一部の自治体等で採
用しているように、「害」を「碍」
や平仮名で表記する考えはないか。�
健康福祉部長　市では、次期障害者
福祉計画の策定に当たり「障害者施

策推進協議会」を設置する予定であ
り、この協議会で最もふさわしい
表記方法を検討いただく考えであ
る。�
　その結果、改定が望ましければ、
新たな表記範囲等を定める考えであ
り、ノーマライゼーション社会実
現の契機となるよう努めていきた
い。�

議員　川西能勢口駅周辺では、多数
の放置自転車があり、今後とも、自
転車利用者数の増加が予想されるこ
とから、放置自転車対策の見直し時
期にきたと考えている。�
　道路法の改正により、歩道上への
駐輪施設の設置が可能となっている
が、駅周辺における自転車駐車場拡
充等の対応方針を伺いたい。�

土木部長　平成19年１月の改正道路
法施行により、3.5メートル以上の
有効幅員が確保できる歩道上に駐輪
施設を整備できることとなった。
　この法改正は、本市の放置自転車
を解消できる時宜を得たものと考え
ており、現状調査を踏まえ、歩道等
に駐輪施設が速やかに整備できるよ
う検討しているところである。
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議員　平成14年に閉鎖された平野駅
前の旧バスロータリー跡地（１階部
分）は、フェンスが張られ、長年放
置されていることから、安全面等を

心配する住民の声を聞いている。
　そこで、この跡地の環境整備に向
けた市の考えを伺いたい。
企画財政部長　この跡地は、上階の

駐輪場や建物の構造の問題
に加え、財政上の問題から、
１階部分のみを他の用途に
転用することは困難である
が、地域の実情に即した活
用ができるよう早急に検討
していきたい。�
土木部長　１階部分の定期
清掃を実施するとともに、
安全灯やフラワーポットの
設置も考えていきたい。�

議員　障害者自立支援法の施行に伴
い、聴覚障害者への情報提供の保障
や意思伝達の円滑化を図るため、手

話通訳者の派遣等を行うコミュニケ
ーション支援事業を市町村が行うこ
ととなっているが、市の取り組み姿
勢等について伺いたい。�
健康福祉部長　本市では、聴覚障害
者等が外出する際に、手話通訳者等
を無料で派遣する事業を実施してい
るほか、市庁舎内に手話通訳者を配
置している。�
　コミュニケーション支援事業は、
聴覚障害者等の社会参加を担保する
事業であり、今後、手話通訳者等の
質・量の拡大に努力していきたい。�

議員　国の規制緩和政策による非正
規雇用の拡大や賃金引き下げにより、
労働環境の悪化を招き、貧富の格差
が拡大する傾向にある。�
　そこで、「公契約（公的機関を一

方の当事者として締結する契約）」
に賃金保障などを義務づける条例を�
制定する考えはないか。�
総務部長　公契約の条例化について
は、労働基準法などの遵守すべき上
位法があるほか、発注者である市
が雇用契約や元請け・下請け関係
などに関与し難い状況があり、国
が主導的に法制化すべきものと考
える。
　本市では、関係諸法令等を遵守す
るよう周知指導を行っており、今後
とも、さらなる徹底を図っていきた
いと考える。

議員　少子化対策の一環として、国
では、不妊治療に対する支援のあり
方が検討されるほか、各都道府県に、
不妊相談センターを整備する指針が
出されているが、市として不妊に悩
む市民を支援する考えはないか。�
健康福祉部長　県では、平成16年度
から、不妊専門相談窓口を設置し、
医師等が不妊に関する心の悩み等に

対応しており、本市でも、保健師
や助産師が、適時、相談に応じて
いる。
　また、体外受精等の特定不妊治療
の経済的負担を軽減するため、県で
は、１回当たり10万円を上限とした
助成事業を実施しており、市とし
ても、これらのＰＲに努めていき
たい。�

議員　現在、地球の温暖化を防止す
るため、京都議定書の採択を契機と
して、世界各国が温室効果ガスの排
出削減に取り組んでいる。�
　次代を担う子どもたちには、その
原因について身近なことから教える
姿勢が大事であるが、本市の学校教
育における対応姿勢を伺いたい。�

教育振興部長　子どもたちに豊かな
自然環境の大切さを教え、また、伝
えていくことは、教育の果たすべき
大きな課題とも言える。�
　学校教育では、水や大気などの大
切さに関して、総合的な学習等を活
用し、子どもの発達や年代に応じた
教育を展開している。�

議員　集中豪雨による水害や大規模
地震等の自然災害が発生した場合、
独り暮らしの高齢者や心身障害者等
へ支援を行う体制の構築が必要と考
えるが、これら災害時要援護者に対
する安否確認体制等の整備に向けた
取り組み内容を伺いたい。�
総務部長　災害犠牲者となりやすい
高齢者等の命を守る取り組みは喫緊
の課題であり、地域における支援体
制の構築が不可欠である。�

　現在、本市では、自治会等で構成
する検討委員会を立ち上げ、市の防
災部局等の職員も参画しながら、各
地域の実情にあった安否確認体制等
の整備について検討している。�

○「新基本指針」の実効性を
確保し、社会福祉施設の人
手不足の解決を求める国へ
の意見書採択を求める陳情�

○障害児・者の福祉・医療サ
ービスの利用に関する「応
益（定率）負担」の中止を
求める意見書提出に関する
陳情書�

○「下水道整備等に伴う一般
廃棄物処理業等の合理化に
関する特別措置法」に関す
る陳情書�

○市立栄保育所における１・
２歳児募集に関する陳情書�

一般質問発言議員�
（発言順）�

○2008年度当初予算編成と職員定数について�
○コミュニティバス運行に関する基本構想につ
いて�
○コミュニティバス運行に向けた実証実験とバ
ス以外の交通手段について�
○黒川の里山保全や市北部の観光資源活用のた
めの交通アクセス確保について�
○高齢者が住み続けることができるまちづくり
と交通体系に対する考え方について�
○第３セクターで市退職者を再雇用するあり方
について�
○手話通訳者・要約筆記者養成の現状と今後の
方針について�
○内臓疾患を表す「ハート・プラス」マーク導
入の考えについて�
○少子化対策の具体的な取り組み状況について�
○「『滞納保育料』の速やかな納付について（催
告）」の送付について�

○献血者の減少理由と献血量の充足状況、並び
に若者への献血ＰＲ策について�
○成分献血の実施と献血ルーム設置の考えについて�
○事業系ごみの処理手数料について�
○新しいごみ分別方法を現行の収集体制で実践
する考えについて�
○国崎クリーンセンターへのごみ搬入前に中間
処理をしないことについて�
○温室効果ガス排出に関する市民や企業への対
応、並びに市の対応姿勢について�
○駅周辺商業施設の駐輪対策について�
○「舎羅林山開発」の推進状況について�
○赤松地域で発生した火災の教訓と防火水槽整
備の必要性について�
○小・中学校における特別支援教育の具体的な
状況、並びに特別支援教育専任コーディネー
ターを配置する考えについて�
○学校図書館に専任司書を配置する考えについて�

○早期改修が求められる小・中学校トイレの対
応について�
○全国学力・学習状況調査の結果と今後の授業
改善方策について�
○卒業証書への生年月日や授与年月日の表記方
法と共同印刷について�
○加茂遺跡に関する現地説明板や道路案内板の
設置と、取得済み用地への建物模型の整備に
ついて�
○伊丹段丘崖の残存緑地を保全し、市民の憩い
の場を整備することについて�
○最明寺川沿道や加茂遺跡等と関連づけた遊歩
道整備について�
○スポーツ施設の整備に向け学校グラウンドへ
夜間照明設備を設置する考えについて�
○清和台小学校体育館の整備方針について�
○水道事業会計の毎月決算状況を公表する考え
について�
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　川西市議会では、本会議はもとより、
議会運営委員会、常任・特別委員会
など、すべての会議を公開していま
すので、ぜひ傍聴にお越しください。�
　また、これらの会議録は、市議会
事務局や中央図書館などのほか、下
記の市議会ホームページでもご覧い
ただけますので、ご利用ください。�
　次の定例会は、２月25日から開か
れる予定です。�
　会議の開催日程などは、市議会事
務局（TEL：740-1255）にお問い合わせ
いただくか、市議会ホームページ（http: 
//www.city.kawanishi.hyogo.jp/gikai/）
をご覧ください。�

■川西市特別会計条例の一部を改正
する条例の制定について�
　本案は、20年度から、下水道事業

特別会計を廃止するほか、75歳以上

の高齢者医療制度の開始に当たり、

「川西市後期高齢者医療事業特別会

計」を設置するとともに、老人保健

事業特別会計を22年度末で廃止しよ

うとするものである。�

後期高齢者医療制度において、
市独自の減免を実施する考えや、

有効期限の短い「短期被保険者証」
の発行など、保険料滞納者への対応
方針を伺いたい。�

後期高齢者医療制度は、県下
市町が加入する広域連合が運

営し、その保険料減免は、政府管掌
健康保険等加入者の被扶養者への激
変緩和措置などが講じられ、市独自
減免措置は実施できないものと考える。�
　また、保険料滞納者への短期被保
険者証等の発行については、県下統
一の基準が定められる予定であり、
市としては、裁量の範囲で、きめ細
かな徴収事務を行っていきたい。�

反対意見　後期高齢者医療制度は、
多くの問題があり、制度を改善また
は中止すべきと考え、反対する。�
■川西市一般職の職員の給与に関す
る条例の一部を改正する条例の制
定について�

　本案は、人事院勧告等を踏まえ、

19年度から一般職の職員給与を改定

する一方で、市の財政状況を考慮し、

20年度から３年間、一般職の職員給

料を削減しようとするものである。�

今回の職員給与の増減改定が市
の財政に及ぼす影響額を伺いたい。�
人事院勧告に伴う給料月額や
期末勤勉手当の引き上げ等に

より、約4300万円の増額補正を行う
一方で、20年度からは、3.9％～1.9％
の給料減額により、単年度で約１億
4000万円の削減効果を見込んでいる。

◇　◇　◇�
反対意見　給料削減は、職員の生活
や士気に影響し、賛成できない。�
賛成意見　民間委託の活用等で人件
費削減に努め、給料削減の判断基準
を明確にするよう要望し、賛成する。�

古紙再生紙を使用しています�
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■全員賛成■�
〈条例の制定〉�

○川西市長の選挙における選挙運動用ビラの作成
の公営に関する条例（総務）�
○川西市下水道事業の設置等に関する条例（建
設）�

〈条例の一部改正〉�
○川西市道路占用料徴収条例及び川西市水路使用
料徴収条例（建設）�

〈補正予算〉�
○平成19年度川西市一般会計第２回補正（総務・
厚生経済・建設）�
○平成19年度川西市国民健康保険事業特別会計第
１回補正（厚生経済）�

○平成19年度川西市農業共済事業特別会計第１回
補正（同）�
○平成19年度川西市下水道事業特別会計第１回補
正（建設）�
○平成19年度川西市水道事業会計第２回補正（文
教公企）�
○平成19年度川西市病院事業会計第２回補正（同）�

〈その他〉�
○市功労者表彰�
○旧慣による公有財産の使用廃止（総務）�
○川西市知明湖キャンプ場の指定管理者の指定（文
教公企）�
○水稲無事もどし金交付（厚生経済）�
○川西市自転車等駐車場の指定管理者の指定（建
設）�

■賛成多数■�
〈条例の一部改正〉�

○川西市特別会計条例（総務）�
○川西市一般職の職員の給与に関する条例（同）�

〈補正予算〉�
○平成19年度川西市一般会計第３回補正（各委分
割付託）�
○平成19年度川西市国民健康保険事業特別会計第
２回補正（厚生経済）�
○平成19年度川西市水道事業会計第３回補正（文
教公企）�
○平成19年度川西市病院事業会計第３回補正（同）�
――――――――【請　　願】――――――――�

■不 採 択■�
○医療費の総枠拡大を求める請願（厚生経済）�
○保険でよい歯科医療の実現を求める意見書採択
を求める請願（同）�
○高齢者医療制度の実施凍結を求める請願（同）�
○就学前の子どもの医療費無料化を求める請願（同）�

■継続審査■�
○妊産婦健康診査の公費負担の拡充を求める請願
（厚生経済）�
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厚生経済常任委員会�国保会計 保険証カード化経費も�
一般会計（農林業費）補正予算を追加�

建設常任委員会�“駐輪場”指定管理者の指定も�
下水道事業設置条例の制定を審議�

【注】（　）は付託された委員会です。�

常任委員会報告�常任委員会報告�常任委員会報告�
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新春を�
 迎えて�

答�

問�

■川西市知明湖キャンプ場の指定管
理者の指定について�
　本案は、知明湖キャンプ場の指定

管理者として、平成20年４月１日～

23年３月31日までの間、財団法人一

庫ダムレイクリゾートセンターを指

定しようとするものである。�

キャンプ場の指定管理者候補
法人を、公募せず、引き続き、

同センターとする考え方を伺いたい。�
同センターは、知明湖周辺施
設の総合的な管理運営等の業

務を行っており、キャンプ場の効率

的な管理が可能となるとともに、こ
れまで施設のＰＲに努められた結果、
利用者の増加が図れたこと等の実績
があるほか、経費の縮減にも努力さ
れていることから、再度、指定管理
者として指定するものである。�
■平成19年度川西市病院事業会計補
正予算（第３回）�
今回の補正には、医師１名の
退職に伴う人件費の減額が含

まれているが、医師の確保や診療体
制に関する今後の見通しを伺いたい。�

平成19年12月末に耳鼻いんこ
う科の医師が急きょ退職する

ことに伴い、大学に医師派遣の要請
を行っているものの、年度内の常勤
医師の確保が困難であることから、
人件費を減額するものである。
　今後は、外来診療の体制が確保で
きるよう努力するとともに、地域の
開業医と連携し、相互の協力を図っ
ていきたいと考えている。�

◇　◇　◇�
反対意見　職員給与の削減等を反映
した補正予算であり、賛成できない。�

■平成19年度川西市一般会計補正予
算（第２回）〈分割付託〉�
今回、国崎・黒川地区において、
シカの特別駆除を実施するた

めの関連経費として64万6000円を追
加しようとしているが、この実施内
容を伺いたい。

県が策定した「第３期シカ保
護管理計画」では、県内（淡

路島を除く）におけるシカの生息数
は約６万9000頭と推定され、その生
息域は拡大し、生態系に悪影響を及
ぼすとともに、今後、農作物等への
被害の拡大が予測されている。
　このような中で、今年度から阪神
北県民局管内が特別駆除の対象地域
とされたため、今回、猟友会川西支
部の協力を得ながら、20年３月中の
10日間程度、シカの駆除を実施しよ

うとするもので、実施にあたっては、
広報紙等で周知を図り、事故防止に
努めていく考えである。�
■平成19年度川西市国民健康保険事
業特別会計補正予算（第１回）�
今回、被保険者証のカード化
を図る経費として846万4000

円を追加しようとしているが、カー
ドの仕様や郵送時における居所不明
者への対応について伺いたい。

新たにカード化した被保険者
証は、名刺大の厚紙で、これ

まで世帯ごとに交付していたものを
１人１枚ずつに変更するとともに、
世帯分をまとめ、配達記録郵便で送
付することとしている。�
　居所不明で返送されるものについ
ては、送付先の現地調査を行い、送
達できるよう努力していきたい。�

　今期定例会の常任委員会で審査された議案は、総務委員会４件、文教公企委
員会５件、厚生経済委員会４件、建設委員会４件、四つの委員会に分割付託さ
れた補正予算案１件、総務・厚生経済・建設の三つの委員会に分割付託された
補正予算案１件の計19件です。�
　ここでは、各委員会の審査における質疑などの一部について、その要旨を掲載しています。�
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■川西市下水道事業の設置
等に関する条例の制定に
ついて�
　本案は、下水道事業にお

ける経理内容の透明性の向

上を図り、より安定した事

業経営を行うため、地方公

営企業法の一部を適用した

「川西市下水道事業」を設

置しようとするものである。�

下水道事業への地方
公営企業法の一部適

用に伴い、下水道使用料改定などの
影響はないか。�

下水道事業においては、経営
の原価を下水道使用料で回収

する、独立採算制とすることが基本
であり、このため、過去、段階的に
使用料を改定してきたところである。�
　現在、国でも、世代間の負担の公
平化を図る資本費平準化債の創設な
ど、経営改善に向けた措置が講じら
れていることから、事業に必要な収
入は使用料で得られているが、将来
的な使用料の改定は、原価と収入を
考慮しながら、その都度、判断する
ことになるものと考えている。�

◇　◇　◇�
賛成意見　下水道事業に地方公営企
業法の一部を適用することは、経営
内容等を明確にするものであり、下
水道使用料の引き上げにつながるも
のでなく、本案に賛成する。�

■川西市自転車等駐車場の指定管理
者の指定について�
　本案は、多田、鼓が滝、平野の自

転車等駐車場の指定管理者として、

平成20年４月１日～23年３月31日まで

の間、社団法人川西市シルバー人材セ

ンターを指定しようとするものである。�

公募により申請された３団体
のうち、川西市シルバー人材

センターを選定した経緯を伺いたい。�
指定管理者の選定に当たっては、
選考委員会を設置し、候補法

人の選定を諮問した結果、同センタ
ーが適任との答申を得ている。�
　選考委員会では、申請団体におけ
る財務状況等の組織の安定性や、人
材確保による施設の運営体制、並び
にサービス向上策や経営の効率性に
加え、自転車等駐車場の設置目的に
合った効果的な施策の有無等を選考
基準として、協議されている。�

総務常任委員会�職員給与条例の一部改正も�
後期高齢者医療 特別会計設置で論議�

文教公企常任委員会�病院事業会計の補正予算も�
知明湖キャンプ場 指定管理者の指定を可決�


